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2．平成19年3月期 業績予想数値の修正

(1) 通期連結業績予想（平成18年4月1日 ～ 平成19年3月31日） (単位：百万円)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

前回発表予想(Ａ)
（平成 18年11月8日 発表）

196,000 15,500 13,500 7,700

今回修正予想(Ｂ) 196,000 15,500 13,500 15,700

増減額(Ｂ－Ａ) 0 0 0 8,000

増減率（％） 0.0% 0.0% 0.0% 103.9%

前期（平成18年3月期）実績 181,937 12,129 10,967 5,309

　当社は、平成19年3月期決算において、平成15年8月に操業休止した豪州銅製錬子会社ポート・ケン

ブラ・カパー社（以下PKC社という）に関連する特別損失の計上と、一連の豪州銅製錬事業関連損失

に関わる税金費用の削減を認識し、本日の取締役会にて決議しましたので、平成18年11月8日に発表

した業績予想を修正し、下記の通りお知らせいたします。

子会社に係る特別損失の計上及び税金費用の減少並びに業績予想の修正に関するお知らせ

記

1．子会社に係る特別損失の計上及び税金費用の減少

　PKC社につきましては、操業休止以来、他の製錬事業会社等数社と売却交渉を行ってまいりましたが、設

備面や環境面等の問題から、PKC社を製錬所として他社に売却することは極めて困難な状況であります。

　また、PKC社は実質的に破綻会社であるものの、環境問題がある限り、清算して撤退する目途が立たない

状況であります。

　以上のことから、当社グループとしては、今後は環境問題の解消に全力を注ぎながらPKC社事業からの秩

序ある撤退を目指す方針といたしました。

　PKC社の設備リース資産については、従来メンテナンスを行い売却に備えておりましたが、製錬設備とし

ての売却が困難なことから、今後のリース契約の期限前解約に備え引当金等約30億円を連結決算、個別決算

の特別損失に計上いたします。

　また、一連の豪州銅製錬事業関連損失の一部につき、税金費用の削減効果約110億円を当期に認識するこ

とといたしました。これにより、連結決算において法人税、住民税及び事業税が約40億円減少し、将来回収

可能な税金費用について繰延税金資産約70億円及び法人税等調整額約△70億円を計上いたします。



(2) 通期個別業績予想（平成18年4月1日 ～ 平成19年3月31日） (単位：百万円)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

前回発表予想(Ａ)
（平成 18年11月8日 発表）

38,000 3,000 4,500 3,200

今回修正予想(Ｂ) 35,000 3,000 7,300 3,200

増減額(Ｂ－Ａ) △ 3,000 0 2,800 0

増減率（％） △ 7.9% 0.0% 62.2% 0.0%

前期（平成18年3月期）実績 40,851 3,575 3,279 1,868

3．修正の理由
(1)連結

(2)個別 

　

以　　上

（注）上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報をもとに作成したものであり、実際の業
績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。

　売上高、営業利益、経常利益は前回発表と変更ありませんが、上記１の特別損失の計上及び法人税等の
税金費用の減少などにより、当期純利益は157億円となる見込みであります。

　売上高は、燃料部門の数量減による減収に伴い350億円となる見込みでありますが、営業利益は前回発
表と変更ありません。
　また、営業外収益として、今期業績好調である連結子会社の古河メタルリソース株式会社からの受取配

当金を29億円計上しますので、経常利益は73億円となりますが、上記１の特別損失約30億円を計上するこ
とから、当期純利益は前回発表と変わらず32億円となる見込みであります。


